
身近でわかりやすい議会をめざして
議会の役割と責務

１ 市民の議会への評価（H18日本世論調査アンケートより）

（１）結果

ある程度満足 あまり・全く満足していない 無
(30数％） （60％強） (7％)

満足していない理由
① 議会の活動が住民に伝わらない 53.3％
② 行政のチェック機能を果たしていない 33.2％
③ 議員のモラルが低い 32.5％
④ 議会内での取引を優先して審議が不透明 29.3％

（２）なぜ議会改革なのか？

① 議会への厳しい評価
② 地方分権改革は、自治体に政策力を求めている。
③ 議会（議員）が変わり成長することが、市長・職員を活性化させる。

２ 合併以降掛川市議会が取り組んで来た議会改革

① H17 合併時議員30名（合併前54名 掛川市24名 大東町16名 大須賀町14名）
② H19 議会活性化特別委員会 議員数２割(６名)削減を決定
③ H21 議員数24名
④ H22 議会改革検討特別委員会 改革に向けて検討項目を決定
⑤ H23/3 議長交際費・政務調査費の公開（ホームページ）
⑥ H23/6 一問一答方式を定例会一般質問で採用、反問権の付与
⑦ H23・24 議会基本条例制定特別委員会
⑧ H25/4 議会基本条例施行

３ 議会基本条例について

（１）概要
市民に、より開かれた市議会とするため、議会活動の原則を定め、その原
則に基づく取組み事項として、議会及び議員の活動原則、市民と議会の関係、
議会と行政の関係などを明らかにするものです。
また、このほかに委員会の活動、政務活動費、議会及び議会事務局の体制
整備、議員の政治倫理、身分及び待遇などに関することを総合的・体系的
に定めて、議会にとっての基本となる条例です。

（２）条例のポイント
①議会の活動原則（第２章第２条）

わかりやすく、ひらかれた議会にすることを明文化したこと。

②議会報告会（第３章第５条）
議会報告会の開催を、義務付けたことにより、議会活動について市民に対し
説明責任を果たすとともに、市民の意見を的確に把握し、議会活動に反映す
るとしたこと。

③政策討論会（第５章第11条）
政策討論会の開催を、義務付けたことにより、議員は不断の研修や議員間討
議を通じて政策力の向上を図るとしたこと。

※ 議会と行政の違いをご理解いただくために ※

１ 二元代表制

地方自治体では、市長も議員も住民から直接選挙される。
それぞれが住民の代表として相互に独立し、市長は執行機関として、議会は議決
機関として職務権能を分担している。
両者は、職務の違いはあるが対等の立場で、相互に行き過ぎを是正し、足らざる
を補い、車の両輪のごとく市政を運営していくものとされている。

※ 国の政治は、議院内閣制である。

（１）議会の役割（議決機関、立法機関、監視機関）
議会は、予算、決算、条例の制定や改廃、契約等々の議事を審議し、その可
否について、市の意思決定をする権限を有している（議決権）。
また、執行機関を監視・評価し執行機関の独走をチェックする機関でもある。

（２）市長の役割（執行機関、自治体の代表者）
市長は、予算を編成し議会の意思決定に基づいて、予算を執行する権限を有
している。

※ 条例とは、地方自治体が国の法律とは別に自主的に定める法規の一種であ
る。

２ 「市民総代会地区集会」、「議会報告会」及び「議員個人の報告会」の違い

（１）市民総代会地区集会（主催：市長）
各地区から自治区の役員などが集合し、地域が抱える課題や対策について、
市長をはじめ市幹部職員と意見交換を行い、より魅力的なまちづくりを推進
していくもの。

（２）議会報告会（主催：議会）
議会活動や市政に関する情報を市民と共有するため、議会と市民との直接の
意見交換の場として開催するもの。(H25/4施行の議会基本条例による）

（３）議員個人報告会（主催：議員、後援会、その他）
議員個人が市政や議会活動について、市民に報告や意見交換をするもの。
議員個人的見解を述べる場でもある。
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